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 …３つが重なり合うことで研  

 究主題が実現していく！ 

（学力向上） 

令和５年度 課題研究について 

令和５年４月２４日（月） 

朝霞市立朝霞第四小学校 研究推進委員会 

１．研究主題について 

本校児童の実態 

○学力面 

 ○児童の多様化（・課題のある児童・個別支援、合理的配慮が必要な児童・不登校児童）等 

 

 

 

 

学力向上に向けて、すべての子ども達の可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びの実現を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究について 

案：研究は、授業・教具教材、 調査統計、 特支・環境整備の３本立てにして行う。 

全校で統一して国語（説明的文章）、C読むことを中心に研究していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本日、各学年、担任外で教科部会のメンバーを決定する。専門部長を研究推進委員会から選出。 

各学年 …授業・教具教材部、調査統計部、特支・環境整備部 

なかよし…授業・教具教材部、調査統計部、特支・環境整備部 

担任外 …調査統計部、特支・環境整備部 

専門部 研究推進委員会 

授業・教具教材部 岡見、中村な 

調査統計部 市之瀬、清藤、石地 

特支・環境整備部 星、笹倉 

研究主題 

全ての子供たちの可能性を引き出す学びの実現 

～国語科を中心とした個別最適な学びと協働的な学びを通して～（2年目） 

 

学年内で授業・教具教材、調査統計、特支・環境整備担当を決めて研究していく。 

→専門部会の設立：授業・教具教材部、調査統計部、特支・環境整備部 

  ○６学年の系統を見直すことができ、発達段階に応じた指導を研究することができる。 

○学校全体での取り組みを強化できる。 

  ○学年、ブロック、学校全体で学び合うことができる。 

授業・ 

教具教材 

調査統計 
特支・ 

環境整備 



 

 

３．研修方法 

・専門部会を中心に研究を進めていく。 

・各ブロック（低、中、高）の中から１名、研究授業を行う。 

 →２学期２本、３学期１本 

→研究授業に向けて、先行授業を実施する。  

 データ保存先 

 ★ 校務分掌 ★ →A部会→Ａ03 研修→R５→指導案→各ブロック 

 

 

４．研修計画 

日程 研修形態 内      容 司会・進行 

４／２４（月） 

全体研修① 令和５年度課題研究について（研究主題、計画等） 

青木 

専門部会① 
専門部長決定、研究の進め方話合い 

 ５／１７（水） 

ブロック① 研究授業者決定、教材研究、調査結果考察 

笹倉 

専門部会② 教材研究 

６／２６（月） 講演会 山本直子先生 講演会 青木 

８／２４（木）   中村な 

９／１１（月） 

全体研修② 各部での取組紹介 
清藤 
市之瀬 

専門部会④ 教材研究・指導案検討など 

１０／２（月） 研究授業① 研究授業『               』  

１１／ （ ） 研究授業② 研究授業『               』  

１２／１３（水） 

専門部会⑤ １・２学期の研究の成果と課題、３学期に向けて 
岡見 
星 

全体研修③ 
各部の成果と課題、３学期に向けて 

１／２２（月） 研究授業③ 研究授業『               』  

２／１９（月） 専門部会⑥ 今年度の成果と課題、紀要作成 石地 

３／１１（月） 全体研修④ 
今年度の成果と課題、来年度の研修・発表について 

紀要綴じ込み 
青木 

※１ 今年度 2回、2～6年生を対象に調査を実施します。 

※２ ５／８（月）、１１／２０（月）は児童理解研修を行います。 

※３ 研究授業日は仮です。調整していきます。 
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